
資料３

国内における変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（ｖＣＪＤ）

の発生について

平成１７年２月４日

健康局疾病対策課

１ 経緯

・ 平成１３年１２月に４０歳台で発症。なお、当該患者（男性）は、平成元年頃、

英国渡航歴１ヶ月間という情報あり。

・ 平成１６年９月１６日ＣＪＤサーベイランス委員会において、英国サーベイラン

スユニットとも相談し、孤発型ＣＪＤと判断したが、ｖＣＪＤの可能性も否定で

きず、病状の経過を見る必要があるとされた。

・ 同年１２月死亡。

・ 平成１７年２月３日、北本厚生科学審議会疾病対策部会クロイツフェルト・ヤコ

ブ病等委員会委員長によって、ウエスタンブロット及び病理検査の結果、ｖＣＪＤ

を強く疑われ、同日、厚生労働省に報告。

・ ２月４日、診断の確定及び今後の対応について議論。

２ 症例についての審議結果

２月４日、ＣＪＤサーベイランス委員会及び厚生科学審議会疾病対策部会クロイツ

フェルト・ヤコブ病等委員会が開催され、 として確国内における最初のｖＣＪＤ症例

定された。

・ 診断根拠：プリオン蛋白遺伝子変異がみられず、ｖＣＪＤに特徴的な病理所見及

びウエスタンブロットの所見により、ｖＣＪＤの確実例と判断した。

、 、 、・ 発症原因：輸血歴はなく 平成元年頃の海外渡航歴から見て 短期間ではあるが

英国滞在時の曝露の可能性が現時点では有力と考えられる。

３ 今後の主な対応

・ 発症原因及び二次感染の可能性について更なる調査を行う。

・ 国民に対して、ＣＪＤに関して正しい知識の普及等を行う。

・ 省内関係部局長による連絡調整会議を開催し、適切な対応を進める。

なお、この疾患は、通常の生活で、人から人へは感染するものではないことから、

二次感染を心配する必要はない。



　

２月４日（金） ２月５日（土） ２月６日（日） ２月７日（月） ２月８日（火） ２月９日（水）

20:30～23:00
10:00～18:00
※1時間延長

10:00～17:30
※30分延長

09:30～22:00 09:30～22:00 09:30～22:00
※17時現在

6 274 185 231 145 84 925

男 3 86 43 69 41 27 269

女 3 188 142 162 104 57 656

　

累　　計

変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（ｖＣＪＤ）に関する電話相談状況

相談件数

男女別



変異型クロイツフェルト・ヤコブ病対策について 
                                   

平成１７年２月 

                      厚 生 労 働 省 

 

国内で初めての変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（ｖＣＪＤ）の疑い事例の発生（平

成１７年２月４日）について厚生労働省の対応状況 

 

１ 連携体制の確保  

・ vＣＪＤ関係局長連絡調整会議の開催（２月４日） 

 

２ 国民の不安解消のための正しい情報の提供・相談  

・ 厚生労働省ホームページに情報を掲載（２月４日） 

・ 厚生労働省に電話相談窓口を設置（２月４日） 

・ 相談対応「Ｑ＆Ａ」の都道府県へ送付（２月４日） 

・ 都道府県に対して相談窓口の設置を要請（２月７日） 

 

３ 原因の特定に向けた対策  

・ 厚生労働省ＣＪＤサーベイランス委員会に原因・２次感染調査ＷＧの設置        

（２月５日） 

・ ｖＣＪＤ関係局長連絡調整会議原因・２次感染調査チームの設置（２月７日） 

 

４ 感染の防止の対策  

・ 感染予防マニュアルの周知徹底（２月７日） 

・ 献血における採血制限＜当面の措置＞（２月７日） 

・ 臓器提供の対象制限＜当面の措置＞（２月７日） 

 

５ 感染の監視体制の強化  

・ 感染症予防法に基づく医師届出と厚生労働省ＣＪＤサーベイランス委員会との連携

に係る通知発出（２月７日） 

・ 診断マニュアルの周知徹底（２月７日） 

 

６ ｖＣＪＤ診断基準に係る対応  

・ 厚生労働省ＣＪＤサーベイランス委員を英国に派遣（予定） 


